
併設型施設のメリット

• 同事業所内で連携し、資源を効率的に活用することで経営安定化。

• 介護の設備・人員の合理的な配置が可能になる。

• 多様な利用者、多様な機能をもつ施設が実現すれば、それは、より多くの
地域住民が関わる場となり、自然と地域の拠点になりやすい。逆に、地域
の拠点として認知されることで、利用者がふえ施設等の運営がうまくいく
ことも多い。

• 地価が高い立地、あるいは土地が限られている立地では、複数の施設を
立体的に複合することで、地価負担を下げることができる。
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